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序 文

本書は、 長岡京市域の中央部にあたる開田地区と天神地区において、 平成19年度の国

庫補助事業として行った2件の発掘調査の成果をまとめたものです。 前者の開田地区は

長岡京跡の西市が推定されている場所で、 調査では西市に関連する遺構、 遺物の確認が

期待されていました。 一方、 天神地区の調査は周辺で長岡京期の鋳造遺構が確認されて

おり、 施設の性格や広がりなどを検討するために行いました。 このように両地区におけ

る発掘調査の目的は約1200年前の都である長岡京の経済、 流通に係わるもので、 当時の

経済や流通を明らかにすることは長岡京の実像に迫るうえで欠かせない要素といえます。

長岡京跡東西市の「にぎわい」や生産施設の「活力」の背景には、 本地域の豊かな水

と緑、 そして交通の便という恵まれた特性があったものと想像できます。 さらには、 こ

うした良好な環境が、 太古の時代から営々と人々の生活を支え、 そして現代まで豊かな

歴史と文化として守り育んできたことを、 市内各所に残された埋蔵文化財をはじめとす

る歴史資料から窺い知ることができるのです。

市内各所に残されている様々な歴史資料は、 長岡京市民の共有財産であり、 郷士の成

長が刻まれた大切な記億の断片といえます。 私達は、 こうした歴史資料の収集と保存、

そして調査研究を今後とも進め、 過去の様々な断片を系統立てて整理していきたいと考

えています。 また、 その成果を有効に活用するためには、 市民の皆様に広く公開し、 さ

らには市民の皆様と共に考え、 郷土の歴史の実像に迫っていくことが最も重要です。 そ

して、 こうした取り組みが、 本市の目指す「緑」と「にぎわい」が調和した「ゆたかな」

街づくりへの一助となるものと考えるのです。

最後になりましたが、 発掘調査にあたり数々のご協力をいただきました土地所有者の

方や近隣の皆様方、 ご指導をいただいた諸先生方、 調査を担当していただいた財団法人

長岡京市埋蔵文化財センタ ーなどの関係機関に深く感謝いたします。

平成 2 0 年 3 月

長岡京市教育委員会

教育長 芦 田 富 男
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凡 例

1. 本書は、 長岡京市教育委員会が平成19年度に国庫補助事業として実施した長岡京跡右京第

915次調査・右京第932次調査の概要報告である。 調査対象地は第1 図に示した。

2. 長岡京跡の調査次数は、 宮域、 右京域、 左京域にそれぞれ分けて調査件数を通算したもので

ある。 調査地区名は、 基本的に前半は奈良文化財研究所による遣跡分類表示、 後半は京都府教

育委員会 『埋蔵文化財発掘調査概報』(1977年）収録の旧大字小字名をもとにした地区割り

に従った。

3. 長岡京の条坊名称は、 山中章「古代条坊制論」 『考古学研究』第38巻第4号の復原に従った。

4. 本文の（注）に示した長岡京に関する報告書のうち、 使用頻度の高いものについては、 『長

岡京市埋蔵文化財調査報告書』第2集(1985年）に従って略記した。

5. 長岡京跡に関する調査の場合、 正式な遣構番号は調査次数十番号であるが、 本書では煩雑を

避けるため調査次数を省略している。

6. 本書挿図の士層の色名は、 基本的に 『新版標準士色帳』(1997年版）を参考にした。

7. 本書で用いた方位と国土座標値は、I日座標の第VI系にもとづいたものである。

8. 本書の執筆は、 第1章長岡京跡右京第915次調査概要を木村泰彦が、 第2章長岡京跡右京第

932次調査概要を山本輝雄が行った。 また全体の編集は木村が行った。

付表 ー1 本書報告調査地一覧表
調査次数 地区名 所在地 現地調査期間 調査面積 備考

長岡京跡右京 2007年10月 1 日
第915次 7ANKNT-9 長岡京市開田四丁目608-4 I 210m' 開田遺跡

2007年10月30日

長岡京跡右京 2008年 1 月15日
第932次 7ANKNZ-13 長岡京市天神一丁目37-3 \ ssm 開田城ノ内遣跡

2008年 2 月 7日
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第1 図 長岡京と調査地の位置(1/40000)
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第 1 章 長岡京跡右第915次調査 (7 ANKNT- 9 地区）調査概要

長岡京跡右京六条二坊十―町、 開田遣跡 一

1 はじめに

1 本報告は、 2007年 10月 1日から2 007年 10月 30日 まで、 京都府長岡京市開田四丁目 608-4に

おいて実施した長岡京跡右京第915次調査に関するものである。

2 本調査は、 長岡京の西市に関係する考古学的な資料を得ることを目的とし、 調査対象地の水

田内の北西隅に北トレンチ、 南西隅に南トレンチを設定した。 北トレンチは南北 8m、 東西 6

mで、 面積は48rrl、 南トレンチは当初南北llm、 東西llmの方形トレンチとしたが、 掘立柱

建物の検出に伴って東側に約 3 mほど拡張を行い、 最終的に東西にやや長い矩形トレンチとな

り 、 面積は約162mとなった。 南• 北両トレンチの総調査面積は210mである。

3 発掘調査は、 平成19年度国庫補助事業として長岡京市教育委員会が主体となり 、 財団法人

長岡京市埋蔵文化財センタ ーが実施した。 現地調査は同センタ ー調査係主査の木村泰彦が担当

した。

4 調査の実施にあたっては、 土地所有者の方には水道水の提供をはじめとして多くの御協力を

賜わった。 また近隣地域の方々にも種々のご協力とご理解を賜わった。

5 本報告の執筆・編集は木村が行った。

こ;;;i;J.. 占-― —......t..;. __ .....1,.,,,, ___ _j 

第 2図 発掘調査地位置図(1/5000)



2 調査経過

2 調査経過

今回の調査 は長岡京の 西市に関 する遣構・遺物の 検出を目的として実施したものである。当調

査地 は長岡京の条坊復原による右京六条二坊十―町に位置しており、古 くから中山修一氏の研究

によって 長岡京 西市の候補地に 比定される一帯に あたっている。これ までに当調査地の周辺では

多 くの調査が行われ 、 長岡京に関連 する数々の成果が得られている。当調査地の すぐ南側で行わ
（注1)

れた右京第475 。 5 15調査 やすぐ 東隣で行われた右京第864次調査および南 東部の右京第675次調

査では六条条間南小路とその周辺の施設が検出されており、特に第864次調査では東 西方向の掘

立柱建物が3棟 検出され 、部分的ながら はじめて十―町域内の施設の状況が判明した。さらに南

東部の右京第565次調査では、六条条間南小路と 西二坊坊間小路の交差点が検出され 、右京では

珍しい橋状遣構が確認されたほか 、条坊側溝内から は多数の士器 、「古文孝経」と書かれた木簡

や「 長」の墨書土器 、エ房を思わせる末製品などが出土している （第1 1図）。 またこの交差点の

東50mで行われた右京第688次調査では六条条間南小路が検出され 、その北側溝から は多量の木

簡が出士している。特に日本最古の蘇民将来札 や「市」と書かれた墨書土器 は非常に 大きな成果

といえよう。さらに当調査地の南 東 100m、右京六条二坊五町のほぼ中央付近で行われた右京第

410次調査では、「金銀帳」と書かれた題箋が出士しており、この付近に金銀の 出納に関わる施

設が存在した可能性が考えられた。

今回の調査地 は、阪急 長岡天神駅の南 東約300m、上述した右京第475·5 15調査が行われた

地点の すぐ北側の水田に あたる。地形分類上では調査地の北半部 は八条ヶ池から 東に伸びる開析

谷に 、南半部 は後背湿地に あたる。周辺 は交通 や買い物などの利便性から近年急激に宅地化が進

行する 一帯で、これ まで開発等によって周辺の水田 は急激に減少している。今回このような周辺

の状況と 長岡京 西市候補地としての当 地の重要性に鑑み 、平成 19年度国庫補助事業として調査

を行うこととなった。

調査 は対象 地の北西隅と南 西隅に 2つの トレンチを設定 、重機によって耕作士 ・ 床士 ・ 包含層

の一部を除去した後 、以下は人力によって掘り下げを行った。 また南 西隅に設けた南 トレンチで

は、掘立柱建物の検 出に伴い 、小型重機によって随時拡張を行った。

第3図 南トレンチ調査風景（南東から） 第4図 掘立柱建物S BOl調査風景（北から）
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第5図 調査トレンチ配置図(1/250)



4 検出遣構

3 検出遣構

今回の調査地 は先にも述べた如 く 、現状で水田としての利用 がなされており、水田上面での標

高 は約18.6mである。調査区 は南北に 長い矩形を呈した調査地の北東隅に北トレンチ 、南 西隅に

南 トレンチを設けることとした。北トレンチ は南北8 m 、 東 西 6 mの矩形 トレンチとして設定 、

南 トレンチ は当初 は南北llm 、 東 西llmの方形 トレンチに設定したが、掘立柱建物 S B Olの 検

出に伴い 東側に拡張を行い 、最終的に 東西14.0,.....,14.5mの矩形 トレンチとして調査を行った。

北トレンチ（第6図） 基本層序 は水田耕作土（第 1層）、床土（第2層） の下に瓦器片など

の中世遺物を含む黒褐色粘質土砂混じり（第3層） が薄 く堆積 しており、さらにその下に暗オリ

ーブ褐色 （第 4層） が厚さ約O.l,.....,0.15mでほぼ水平に堆積 している。これらを除去すると 、に
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1 耕作土
2 床土
3 黒褐色粘質土砂混じり (2.5Y 3/2)ー 中世遺物包含層
4 暗オリ ー ブ褐色 (2.5Y 3/3) 
5 黒色粘質土 (2.5Y 2/1)― 長岡京期遣物包含屑

6 黒色粘土 (NZ/) 
7 暗灰色粘土 (N 3/) 
8 黒色粘土砂混じり (lOY 2/1) 
9 にぶい黄色シルト (2.5Y 6/4)地山上
10青灰色～黄灰色シルト～砂礫 地山下

第 6 図 北トレンチ平面図。断面図 (1/100)
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ぶい黄色シルトのベ ー ス面があらわれ 、 トレンチの南 西部では 無数の足跡状の落ち込みが 全面に

認められる。この面での標高は18.2mである。

これらの落ち込み は 直径約O.l�0.2m、 深さ約O.lm 前後のもので、部分的に偶蹄目の足跡も

確認で きる。おそら く水田耕作に使役された牛の足跡と見られるものである。 また足跡状落ち込

み以外に第3·4層を 含 むやや大きな楕円形 や 不整形の落ち込みも確認されたが、遣物も小片・

少量であり、人為的な遺構と は 認められないものであった。

北トレンチ北東部では、この足跡状の落ち込み 検出面で長岡京期の遺物を 含 んだ黒色粘質上（第

5層） が堆積 しており、これらを除去すると流路状遺構 SX02が検出された。 SX02 は 深さ約

0.7m、幅は調査地北東隅付近から徐々に高くなっている状況が 看取されることから約4�5 m

ほどと推定される。調査地内では東 西方向から 大き く南に湾曲 して南 東方向に流れている。底部

付近の標高は、北西部で17.5m、南 東部 では17.3mである。流路の肩部 は、調査地北部では比較

的緩やかであるが、南に行 くに従い傾斜はやや きつくなっている。流路内の 埋士は 黒色粘質士（第

5層）、以下は 黒色粘土（第6層）、暗灰色粘上（第7層）、 黒色粘土 砂混じり（第8層） の順で

堆積 しているが、これらの堆積層内から はまった＜遺物が出土していない。部分的な 検出のため

全体の状況 は 不明であるが、 地形分類において確認されていた八条ヶ池から 東に伸びる開析谷の

一部ではないかと見られるものである。堆積 状況から見ると最上層 （第5層） に 長岡京期の遣物

が 含まれており、開析谷が 埋没 した後に右京六条二坊十―町の宅地内で、湿地状に残されていた

ものと見られる。長岡京期の遣物 は SX02の南肩付近に 比較的多 く堆積していた。

南トレンチ（第7·8図） 水田耕作土（第 1層）、床土（第2層） を 除去すると調査 トレン

チの 西半部ではすぐににぶい黄色シルトのベ ー ス面となり、北トレンチと同様にほぼ 全面に足跡

状の落ち込みが検出される。黄色シルトのベ ー ス面 はトレンチの北西部付近では標高約18.4m で
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6 検出遺構

ほぼ水平であるが、 南に向かって緩やかに傾斜している。 さらにトレンチ東半部付近には南北方

向の溝を境とする段差があり 、 それより 東側は0.3"-'0.4mほど深くなっている。 トレンチ北東隅

での標高は18. lm、 南東隅での標高は18.0mである。 この南側と東側の深くなった部分には北卜

レンチと同じく中世遺物を含んだ黒褐色粘質士砂混じり （第3層）と南トレンチのみに見られる

黒褐色粘質士（第4層）が薄く堆積している。 これらの層には遺物は非常に小片 ・ 少量であるが

長岡京期と古墳時代の遺物も含まれている。 これらの層を除去した段階でもほぼ全域で足跡状の

落ち込みが確認されている。 落ち込みは直径約0.1"-'0.2m、 深さ約O. lm前後のもので、 牛と見
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られるものも散見される。 ベ ー ス面でも礫層が部分的に現れているやや固くなった箇所などでは

当然のことであるがこれらの落ち込みは少なくなっている。

掘立柱建物S BOl (第8 · 9図） 調査地の中央から東半にかけて検出された東西棟の掘立柱

建物で、 身舎は南北 2 間、 東西 5 間以上 、 北に 1 間の廂を有する。 南側は調査地外に当たるため

南に廂が存在するかは不明である。 柱間は東西が2.5m、 南北は身舎部分で2.4m、 廂は2.7-2.8

mとなり 、 桁行がやや広くなる。 柱掘形は基本的に一辺約0.5mの隅円方形を呈するものである

が、 身舎部分では西側妻部を除きすべて南側に方形～長方形に広げられている。 検出当初は南側

に柱を抜き取った痕跡と考えたが、 その箇所で柱穴が検出されたことから抜き取り 跡でないこと

が判明した。 次いで建物の建て替えの可能性も考えたが、 いずれも明確な切り 合いは認められな

かった。 その後身舎の南側のピットでは掘り 下げによって北側の掘形内にも柱痕が存在すること

が確認された。 これら2つの柱の間隔は、 東に行くにつれて広くなっており 、 P-11では約0.3m、

P-13では約0.5mとなっている。 さらに身舎西側のP-9 ·10では、 柱痕は柱掘形の西外側には

み出す形で検出されている。 これらの状況は、 当初計画されていた建物配置が途中変更となった

ことが原因と考えられ、 その変更は身舎北西部のP-6 を軸として建物全体を南に約 2度近く回

転させたものと推定される。 変更前より も変更後の建物柱筋は正方位に近い方向を示すことから、

建て替えられた原因はここに求められるものと推定される。 ただし北側の廂部分は建て替えがな

されておらず、 その結果西側より も東側で柱間が広がる結果となっている。 このことは廂と考え

ている部分が建物とは独立し、 柵列として捉えることも可能であろう。 ただ現状においてはいず

れとも決しがたい事から、 本報告では一連の建物としておく。 柱掘形はベ ー ス面が低くなってい

る南側と東側では非常に浅くなっており 、 特に東側の柱では深さは0.05-0. lmほどであった。

残り の良好な北西部の柱掘形では、 深さ約0.35-0.5mで、 残された柱痕は、 直径約0.15-0.2m

である。 掘形内の埋土は基本的に柱痕が黒褐色粘土＋灰黄色砂質土ブロック（第1層）、 掘形内

の埋土が黒褐色粘質土＋灰黄色砂質士ブロック（第2層）と黒褐色粘土（第3層）で、 部分的に

黒褐色粘質土砂混じり ＋褐灰色砂質土（第4層）、 褐灰色粘土砂混じり （第 5層）が確認される

が、 これらは柱掘形のベ ー ス層の違いによるものである。 柱掘形内から遺物はほとんど出土して

いないが、 廂部分のP-3 、 P-4 からは遺物が出土している（第 9図）。 P-3 は柱が西方向に

抜き取られており 、 東西0.4m、 南北o.3m、 深さ0.5mの柱抜き取り 痕が明瞭に残されている。

その柱抜き取り 痕上面から大型の須恵器皿 A(第10図ー 8) が出土している。 P-4 では柱掘形

底部付近から須恵器甕の口縁部片（第10図ー11) が口縁部を横にした状況で検出されている。 い

ずれも破片であり 、 祭祀を行ったような明確な状況は認められなかった。

また調査地西辺部分では南北1.4m、 東西1.7m、 深さ0.5mの不整形な落ち込みが検出されて

いる。 底部はかなり 凹凸があり 。 埋土は黒褐色粘質土（第4層）であるが、 部分的に砂の堆積が

認められた。 遺物は中世と長岡京期の小片が出土しているが性格は不明である。

この他掘立柱建物S BOl周辺では、 北東から南西方向の大小の溝状の落ち込みが認められる。

埋土は暗灰黄色シルトで、 中世遺物をわずかに含むが性格は不明である。
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4 出土遺物

今回の調査で出土した土器 は非常に少量で、そのうち図示で きるもの はさ ら に限 ら れる （第10

図）。 大半 は包含層 出土のもので占め られ 、そのうち最も多いのが北トレンチで、中世包含層 ( 2

6 · 7 · 12 · 13 · 14 · 16 · 17) と 長岡京期包含層 ( 1 · 3 · 4 · 10) のものがある。南 トレン

チ は包含層 出土のもの ( 5 · 9 · 15) は少量で、これ以外に は掘立柱建物 S B Ol 出土のもの ( 8 . 

1 1) がある。図示したもの は長岡京期が最も多 く 、次いで中世 、古墳時代のものとなる。

1 · 2 は土師器椀Aである。 口 縁部のみの小片で、外面 ヘ ラ ケズリ 調整を行なう c 手法。 口径

12.0- 13.0cmで、 2 に は口縁端部に灯火器使用 痕が残されている。3 は土師器皿Aで器高2.9cm、

口径約15.0cmに復元されるが、破片のためもうひと まわり大き くなる可能性が ある。 4 は土師

器の線刻土器で、外面に三角形状の 3 条の線刻が 認め ら れる。外面ヘ ラ ケズリ 調整を行なう c 手

法の杯 また は皿の底部片である。 5 · 6 は須恵器杯蓋で、どち ら もつまみを欠失 する 口 縁部のみ

の破片である。 5 は平坦な天井部か ら わずかに屈 曲 させた 口 縁部を持つもので、 直径3.4cmであ

る。 6 は口 縁部を 大き く屈 曲 させて端部 は断面三角形状に作りだ す。 直径3.4cmで、外面に は薄

く 自 然釉が付着している。 7 は杯 Bの底部片である。体部 は丸みを帯びており、高台 は細 くシ ャ

ープな造りで、 大き く外側に張り出している。外面 全体に 自 然釉が付着しており、胎土は紫灰色

を呈 する。高台径 は14.8cmである。 8 は掘立柱建物 S B Olの廂 P - 3 抜 き取り痕か ら 出土した

須恵器皿Aである。平坦な底部と 直 線的に開 く 口 縁部か ら 成り、端部 は上方に尖り気味に納める。

焼成軟質のため表面 は剥離が激しいが底部に はヘ ラ 起こし痕が残る。 口径2 1.0cmである。 9 . 
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10 出土遺物

10は須恵器壺Mである。 9 は 口 縁端部を上 下に拡張させて直立する平坦面を造り 出す。 肩部内

面には絞り 痕が残されている。 口 径4.0cmである。 10は外反する 口 縁部を持ち、 端部は丸く納め

ている。 外面全体に 自 然釉の剥離痕が残る。 口 径5. 6cm。 11は掘立柱建物S BOlの廂P-4 から

出土した須恵器甕 日 縁部である。 大きく立ち上 がっ て外反する 口 縁部を持ち、 端部は上 下に拡張

させて平坦面を作 っ ている。 口 縁部外面には黄土ハ ケ塗り の痕跡が明瞭に残り 、 口 縁部内面およ

び肩部には 自 然釉が付着する。 体部内面には細かい同 心 円の当て具痕が残されている。 これらの

特徴から愛知県猿投窯産のものと見 ら れる。 12は大形の甕の 口 縁部片である。 口 縁部内外面 口

クロナデで、 外面に凹線が巡り 、 肩部内面には同心 円の当て具痕が残る。 破片のため 口 径復元は

困難である。 13は短頸壺で、 肩部には張り 付けによる耳を持 っ ている。 耳は厚さ約 1 cmの粘土

板を貼り 付けた後台形に加工し、 直径約0.8cmの円孔を穿 っ ている。 破片のため、 四耳壺か三耳

壺かは不明である。 短く直立する 口 縁は厚く、 端部は丸い。 肩部はなだらかで、 外面にはタ タ キ

痕、 内面には当て具痕がわずかに残されている。 14は須恵器杯A 。 口縁部は外反し、 端部は尖

り 気味に仕上 げる。 底部にはヘ ラ 起こし痕が残る。 口 径11.2cmである。 15は古墳時代の須恵器

杯蓋である。 丸みを帯びた天井部と内彎気味の 日 縁部からなり 、 口 縁端部は内傾する面を作る。

外面には浅い沈線とわずかに突出した稜線が巡る。 日 径は14.3cmである。 16は 白 磁の椀 の口縁

部片で、 外面をわずかに肥厚させた 口 縁端部を持つ。 内外面とも貰入が見られ、 口 径は16 .0cm

に復元される。 17は同安窯の青磁椀の底部片で、 ケ ズ リ 出しによる外面に張り 出す断面台形の

高台を持つ。 内外面には緑灰色の釉がかけられ、 内面には刺突、 外面には縦方向のハ ケ メ を施す。

高台径は6.1cmである。

5 ま と め

今回の調査では、 北トレンチでは流路状遺構S X02が、 南トレンチでは長岡京期の掘立柱建物

S BOlが検出された。 当調査地は長岡京右京六条二坊 十― 町の南東部にあたり 、 これ まで周辺

地で行われた調査と合わせ、 部分的ではあるが宅地内の状況が明らかとなっ てきた。

今回検出された掘立柱建物S BOlは、 これまで検出された十一町域内の建物の中では最も広く

確認されたものである。 建物 自 体はまだ東に広がることから、 身舎は南北 2 間、 東西は 5 間ない

し 7 間と見られる。 検出遣構でも述べたように、 この建物はある程度建築が進行した後、 正方位

に合わせるための変更が行われている珍しい例である。 建物は北側に廂を有するが規模的には柱

掘形、 柱直径とも小さく、 柱間も不揃いな点などから、 中心的な建物とは考えにくいものである。

当調査地の東側で行われた右京第864次調査地の南側で検出された建物も規模が小さく、 平面も

平行四辺形に近いものであっ た。 一方、 右京第864次調査の北側で確認された 2 棟の建物は、 い

ずれも廂を持 ち 、 うち 1 棟は柱掘形も大形である。 北側と南側建物群の間には遣構が存在しない

が、 これは今回北トレンチで検出された流路状遺構S X02の延長部分が広がっ ていたためで、

同様に湿地状を呈していた。 このことはこの湿地を境として北と 南で性格の異なる施設が存在し

た可能性も考えられよう。 ただし北側建物群はす ぐ東に西二坊 坊 間小路が迫り 、 西側の流路状遣
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12 ま と め

構S X02に挟 まれた空間はかなり 狭いものである。 当調査地の南で行われた右京第475次調査で

も、 部分的に湿地状の堆積が確認されており 、 十―町内の宅地利用はかなり制限されたものであ

ったと見られる。 宅地の周囲は、 南側に柵列が巡らされていたことが右京第515 · 864次調査で

明らかとなっているが、 東側に関しては不明である。 宅地内での遣物出士量は、 建物遣構が大半

であることもあってあまり 多いものではない。 同じく宅地の状況を反映すると見られる六条条間

南小路の北側溝からも出土遣物は豊富とは言い難く、 宅地の性格を特定できるものは検出されて

いない。 当調査地の南東で行われた右京第565次調査では、 六条条間南小路と西二坊 坊 間小路の

交差点が検出されている。 ここでは南北の西二坊 坊 間小路が優先された状況が明らかとなってい

るが、 この東西側溝の出土遣物は、 東側溝のものが木簡や墨書上器、 エ房を思わせる未製品など

はるかに豊富であった。 もちろん調査されている面積の差も勘案しなければならないであろうが、

東西の側溝出土遺物には違いが見られる。 また 冒 頭でも紹介したように、 この交差点の東50m

で行われた右京第688次調査では、 多量の木簡や「市」 と書かれた墨書土器が、 南東100mの右

京六条二坊 五町のほぼ中央付近で行われた右京第410次調査では、 「金銀帳」 と書かれた題箋が

出土しているなど、 出上遺物は非常に多くかつ多彩である。 このように見てみると、 西二坊 坊 間

小路を挟んで西側の十ー ・ 十二町域と東側五 • 六町域とではかなり 差が存在している。 もちろん

東側では宅地内で建物などの遣構が検出されていないため単純な比較はできないが、 これまでの

調査で指摘されるように五 。 六町域が 「西市」 あるいはその周辺施設の可能性が高いものだとす

れば 今回調査の対象となった十― 町域はやや性格の異なる宅地利用がなされていた可能性が高

いと見られる。 もちろんこれによって当地の重要性が低くなるも のではなく、 むしろこのような

対比が明らかになることによって、 長岡京内での宅地利用の実態がより 明確となってくる。 長岡

京内には貴族の邸宅や役所 ・ エ房だけが存在したのではなく、 多くの下級官人や庶民も居住して

いた。 特に「市」 のような特殊な施設に隣接していたとすれば、 下級官人や庶民の居住域の実態

が明らかになることは、 京内でも南部に位置した役所である「市」 の実態もより 鮮明になるもの

と思われる。 調査地同辺は長岡京の遣構が良好に残されている一帯でもあり 、 現状での保存も含

めて今後の調査、 研究の進展が期待される。

注 1 ) 木村泰彦 「長岡京跡右京第475次調査概要」 『長岡京市報告書』 第33冊 1995年

2 ) 中 島皆夫 「長岡京跡右京第515次調査概要」 『長岡京市報告書』 第35冊 1996年

中 島皆夫 「長岡京跡右京第515次調査概要」 『長岡京市報告書』 第36冊 1997年

3 ) 小畑佳子 「長岡京跡右京第675次調査概要」 『長岡京市報告書』 第42冊 2001年

4 ) 木村泰彦 「右京第864次調査概報」 『長岡京市セ ンタ ー年報』 平成17年度 2007年

5 ) 木村泰彦 「右京第565次調査概報」 『長岡京市セ ンタ ー年報』 平成 9 年度 1999年

6 ) 中 島皆夫 「右京第688次調査概報」 『長岡京市セ ンタ ー年報』 平成12年度 2002年

7 ) 小 田桐淳 「長岡京跡右京第410次調査概要」 『長岡京市報告書』 第31冊 1993年



第 2 章 長岡京跡右第932次 (7 A NKN Z - 13地区） 調査概要

ー 長 岡京跡右京六条三坊ー ・ 八町、 開 田城 ノ 内遺跡 一

1 はじめに

1 本 報告 は、2008年 1 月 15日から 2 月 7 日 まで、 長岡京市天神一丁目37- 3 において実施し

た 長岡京跡右京第932次調査に関係 するものである。

2 本 調査 は、 長岡京跡右京六条三坊ー・ 八町 （ 西三坊坊間 東小路） および開田城 ノ 内遺 跡に関

係する考古学的な資料を得るために実施したもので、調査面積 は約60rriで あった。

3 発掘調査 は、平成 19年度国庫補助事業として 長岡京市教育委員会から委託を受けた （財）

長岡京市 埋蔵文化財センタ ーが実施したもので、現 地での調査 は同セ ンタ ー 調査係 長の山本 輝

雄が担当した。

4 発掘調査の実施に あたって は、土地所有者をはじめ 、周辺の方々に種々の ご理解と ご協力を

賜わった。

5 本 文の執筆 、編集 は山本が行った。

2 調査概要

（注）

今回の調査 は、これ まで調査事例の乏しい 長岡京の 西三坊坊間 東小路を検出 することに主眼 を

おいて行ったものである。調査では、 東 西約15m、南北約4 mの調査区を設定し 、 1 月 15 日 か

第12図 発掘調査地位置図 (1/5000)



14 

ら重機で盛土などを掘削し 、その後人力で遣構 検出を行った。その結果 、当初に予想したとおり、

酉三坊坊間 東小路の 東 西両側溝をはじめ 、近世の土坑 • 溝 、中世の土坑 • 溝 、弥生時代の土坑な

ど開田城 ノ 内遣 跡に関係 する遣構 、遺物を確認 することがで き 、小面積 の調査と はいえ 大きな成

果を得ることができた。特に 西三坊坊間 東小路について は、 比較的残存状態が良好であって 、 長

岡京の条坊を復元 する上に貴重な情報が得られた意義 は大きいといえよう。それらの詳細につい

て は、遺物整理など今後の作業をまって次年度に改めて報告 することにしたい。

（注） 花村潔 「第95274次立会調査概報」 『長岡京市セ ン タ ー年報』 平成 7 年度 1 997年

（財）京都市埋蔵文化財研究所 『長岡京跡発掘調査現地説明会資料 ー 長 岡京右京二条三坊―町 ・ 八町

（右京第903次調査） 一 』 2007年

付表 ー 2 報告書抄録

ふ り が な ながお か き ょ う しぶんか ざ い ち ょ う さ ほ う こ く し ょ

書 名 長岡京市文化財調査報告書

副 事自 名

シ リ ー ズ 名 長岡京市文化財調査報告書

シ リ ーズ番号 第 5 1 冊

編 著 者 名 木村泰彦、 山本輝雄

編 集 機 関 財団法人 長岡京市埋蔵文化財セ ン タ ー

所 在 地 〒 617 - 0853 京都府長岡京市奥海印寺東条10 - 1 

所収遺跡名 所 在 地
コ ー ド

北 緯 東 経 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遣跡番号

長
な が お

岡か き京ょ
う あ

跡
と な

長かお
岡か京きょ

市
う しか開

いで田ん

10 7 20071001 遺跡範 囲
か開

い で田ん

遺
い せ跡き

26209 34° 55 ' 11" 135 ° 41 ' 49" I 210rri 
確認調査四丁 目 608-4 8 0  20071030 

長
な が お

岡か き京ょ
う あ

跡と な
長
がお

岡か京きょ
市
う して天ん

神じ
ん

107  20080115 遺跡範 囲か開
い て田ん し城

ろ ノ
う内ち 26209 34° 55 ' 20" 135 ° 41 ' 35" I 56m 

遺
い せ跡き 一丁 目 3 7-3 73  20080207  確認調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遣物 特記事項

長 岡 京 跡 都 城 長岡京期 掘立柱建物 土師器、 須恵器、 軒丸瓦 長岡京の建物

開 田 遺 跡 集 落 旧 石器～江戸時代

長 岡 京 跡 都 城 長岡京期 条坊路、 士坑 上師器、 須恵器、 軒平瓦 長岡京の 西三坊坊間東

開 田 城 ノ 内
集 落

士坑、 溝、 柱穴 弥生上器、 土師器、 瓦盟、 小路の東西両側溝 を検
遺 跡 旧 石器～江戸時代 陶器 出

※緯度、 経度の計測は、 国土座標 の 旧 座標系 を用 いて行っ た。
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長 岡 京跡右京第9 1 5次調査

図
版

調査地全景（北から）



長 岡 京跡右京第9 1 5次調査

図
版

( 1 ) 調査地全景（南から）

( 2 ) 南トレンチ全景（東から）



長 岡 京跡右京第9 1 5次調査

図
版
三

( 1 ) 南ト レ ンチ拡張後全景（北から）

( 2 )  

( 4 ) 

S B01- P12検出状況（南から）

j
 

,
9:

 

S B01- P3 遣物出士状況（北から）

( 3 ) S BOl- P 5 検出状況（北から）

( 5 ) S B01 - P4 遺物出士状況（北から）



長 岡 京跡右京第9 1 5次調査

図
版
四

( 1 ) 北トレ ンチ足跡検出状況 （南から）

' ,.., 
,, _, 

編 心 必

( 2 ) 北トレ ンチ全景 （西から）



長岡京跡右京第915次鯛査
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長 岡 京跡右京第932次調査

図
版
六

( 1 ) 調査地全景 （西から）

( 2 ) 西三坊 坊 間東小路全景 （北から）
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